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日
本
一
建
築
士
事
務
所
協
会
連
合
会
（
日
事
連
・
大
内
達

史
会
長
H
写
真
）
、
日
本
建
築
士
会
連
合
会
（
三
井
所
清

典
会
長
）
～
日
本
建
築
家
協
会
（
芦
原
太
郎
会
長
）
は
、

お
日
に
開
か
れ
た
自
民
党
の
建
築
設
計
議
員
連
盟
（
額

賀
福
志
郎
会
長
）
の
総
会
で
、
留
に
対
し
て
6
月
に
施
行

予
定
の
改
正
建
築
工
法
に
関
す
る
周
知
や
広
報
な
ど
へ

の
取
り
組
み
を
要
望
し
た
。
大
内
会
畏
は
、
改
正
法
の
実

効
性
を
高
め
る
た
め
に
「
設
計
・
監
理
の
依
頼
主
で
あ
る

一
般
消
費
者
（
建
築
主
）
に
対
す
る
周
知
の
徹
底
が
必
要

不
可
欠
」
と
前
提
条
件
を
挙
げ
た
。
そ
の
上
で
「
建
築
士

を
対
象
に
し
た
講
習
会
を
全
国
規
模
で
実
施
し
て
い
る

も
の
の
、
一
般
消
費
者
へ
の
き
め
細
か
な
局
知
活
動
の

実
施
に
つ
い
て
は
設
計
関
連
団
体
で
は
限
界
が
あ
る
」

と
問
題
点
を
一
水
し
、
効
果
的
な
広
報
の
手
法
の
検
討
な

ど
、
閣
と
連
携
し
た
取
り
組
み
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

日
事
連
が
「
よ
り
一
眉
の
て
工
事
監
理
業
務
の
適
正
な

周
知
が
必
要
」
と
示
し
た
改
一
代
価
で
の
契
約
締
結
の
努
力

正
内
容
は
、
マ
書
面
に
よ
る
一
義
務
化
マ
無
登
録
業
務
の
禁

契
約
締
結
の
義
務
化
マ
設
計
一
止
の
徹
底
マ
建
築
士
免
許
証

の
提
示
の
義
務
化
ー
の

4
点。こ

の
う
ち
、
無
登
録

業
務
の
禁
止
に
つ
い
て

は
「
国
土
交
通
省
が
技

術
的
助
雷
を
講
じ
る
こ

と
で
徹
底
を
図
る
」
と

し
て
い
る
。
た
だ
、
大
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